
四
日
に
死
去
し
た
。

第
十
八
章
機
構
の
改
変

一
役
員
の
増
強
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社
長
山
崎
信
興
は
大
正
八
年
一
月
就
任
以
来
、
凡
そ
十
七
年
間
、
政
界
の
激
動
と
、
国
際
状
勢
の
急
変
に
直
面
し
な
が
ら
、
よ
く
丸

善
の
社
務
を
統
卒
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
し
て
来
た
が
、
漸
く
老
境
に
入
り
、
し
か
も
病
床
に
親
し
む
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
社

長
に
代
っ
て
社
務
を
総
括
す
べ
き
副
社
長
設
置
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
そ
こ
で
昭
和
十
一
年
二
月
一
一
十
四
日
職
制
を
改
め
、
社
長
の

下
に
副
社
長
一
名
、
常
務
取
締
役
三
名
以
内
を
選
定
し
、
都
合
に
よ
っ
て
副
社
長
を
任
命
し
な
い
時
に
は
、
そ
の
代
り
と
し
て
取
締
役

中
か
ら
専
務
取
締
役
一
名
を
任
命
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
取
締
役
金
沢
末
吉
が
新
た
に
副
社
長
に
就
任
、
八
田
庄

治
、
荒
川
実
が
常
務
取
締
役
に
就
任
し
、
金
原
巳
三
郎
が
監
査
役
か
ら
取
締
役
に
ま
わ
っ
て
そ
の
空
席
を
埋
め
た
。
し
か
し
一
｝
の
た
め
、

昭
和
十
二
年
十
二
月
一
日
付
で
川
村
善
之
助
が
監
査
役
に
新
任
さ
れ
る
ま
で
は
、
小
柳
津
宗
吾
た
だ
一
人
で
監
査
役
の
重
責
を
荷
っ
て

い
た
。
こ
の
間
山
崎
社
長
の
病
状
は
次
第
に
悪
化
し
、
到
底
社
長
の
椅
子
に
止
ま
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
そ
の
職
を
辞
し
、

こ
れ
に
代
っ
て
副
社
長
の
金
沢
末
吉
が
昇
格
し
て
社
長
に
就
任
し
、
常
務
取
締
役
荒
川
実
が
専
務
取
締
役
の
席
に
就
き
、
当
分
副
社
長

を
置
か
な
い
こ
と
に
し
た
。
山
崎
信
興
は
辞
任
と
同
時
に
推
さ
れ
て
相
談
役
と
な
っ
た
が
、
在
職
わ
ず
か
に
三
か
月
、
十
一
一
年
六
月
十
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和
十
一
年
九
月
、
更
に
一
七
○
万
円
を
増
資
し
、
資
本
金
五
○
○
万
円
に

改
め
、
将
来
の
発
展
に
対
処
す
る
裏
付
を
行
っ
た
。
他
方
業
務
が
益
交
多

忙
を
極
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
役
員
の
改
選
が
し
き
り
に
行
わ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
四
日
取
締
役
三
名
を
増
員
す
る
こ
と

が
決
議
さ
れ
、
選
挙
の
結
果
、
監
査
役
小
柳
津
宗
吾
、
本
店
支
配
人
伊
藤

四
良
及
び
山
崎
民
雄
が
新
た
に
取
締
役
に
当
選
就
任
し
、
こ
れ
で
取
締
役

は
八
名
と
な
っ
た
。
次
い
で
同
年
八
月
二
十
四
日
取
締
役
金
原
巳
三
郎
が

辞
任
し
た
の
で
、
こ
れ
を
補
充
す
る
と
同
時
に
事
変
の
進
展
に
伴
い
各
部

金沢末吉（六代社長）

因
に
新
た
に
社
長
に
撰
ば
れ
た
金
沢
末
吉
は
、
慶
応
元
年
一
月
十
一
日
岐
阜
県
恵
那
郡
岩
村
に
金
沢
林
平
の
四
男
と
し
て
生
れ
、
明

治
十
一
年
十
一
月
横
浜
丸
屋
薬
店
入
社
、
の
ち
細
流
社
に
移
り
次
い
で
そ
の
経
営
下
に
入
っ
た
横
浜
丸
屋
書
店
の
経
営
を
担
当
。
二
十

一
年
五
月
唐
物
店
の
横
浜
出
張
所
に
転
じ
、
こ
の
間
朝
鮮
へ
出
張
、
唐
物
の
販
売
に
従
事
し
た
が
、
三
十
年
一
月
丸
善
大
阪
出
張
所
に

転
勤
、
そ
の
後
主
任
を
経
て
、
同
出
張
所
の
支
店
昇
格
に
よ
り
支
店
長
と
な
っ
た
。
三
十
三
年
七
月
東
京
本
社
に
転
じ
、
書
籍
部
出
版

主
任
兼
地
方
販
売
課
主
任
、
本
店
改
築
主
任
を
歴
任
し
て
四
十
一
年
一
月
取
締
役
就
任
、
調
査
部
長
を
兼
任
、
大
正
九
年
よ
り
昭
和
四

年
頃
ま
で
横
浜
支
店
監
督
、
大
阪
支
店
監
督
の
要
職
に
就
き
、
山
崎
社
長
老
齢
病
弱
の
為
補
佐
と
し
て
昭
和
十
一
年
三
月
一
日
取
締
役

副
社
長
に
、
次
い
で
十
二
年
三
月
十
五
日
第
六
代
社
長
に
選
ば
れ
た
。

丸
善
は
昭
和
初
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
震
災
の
傷
痩
も
全
く
癒
え
、
旧
に
倍
す
る
業
績
を
挙
げ
て
い
た
が
、
資
本
金
は
大
正
九
年
三

三
○
万
円
に
増
資
さ
れ
た
ま
ま
据
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
昭
和
十
一
年
九
月
、
更
に
一
七
○
万
円
を
増
資
し
、
資
本
金
五
○
○
万
円
に



門
共
頗
る
繁
忙
と
な
っ
た
の
で
更
に
一
一
名
を
増
員
し
、
新
た
に
金
原
金
二
、
本
店
支
配
人
野
口
三
郎
及
び
司
忠
が
当
選
就
任
し
て
、
取

締
役
は
都
合
十
名
を
数
う
る
に
至
っ
た
。
そ
の
う
ち
鈴
木
仁
一
郎
を
除
き
、
他
は
皆
常
務
取
締
役
と
し
て
各
部
門
に
属
す
る
業
務
を
分

担
し
た
。

１０１６

金
原
巳
一
一
一
郎
は
金
原
明
善
の
養
孫
に
当
り
、
金
原
銀
行
創
立
後
そ
の
経
営
に
従
っ
た
が
、
明
治
三
十
九
年
丸
善
の
監
査
役
と
な
っ
た
。

の
ち
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
四
日
取
締
役
に
就
任
し
た
が
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
取
締
役
を
辞
任
し
た
。
辞
任
後
も
当
分
相
談
役
と

し
て
尽
津
し
た
が
、
昭
和
十
八
年
一
月
十
六
日
七
十
五
歳
を
も
っ
て
死
去
し
た
。

金
原
金
二
は
金
原
巳
三
郎
の
養
子
で
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
金
原
銀
行
に
入
り
、
後
に
同
銀
行
の
取
締
役
に
就
任
、
同
銀
行

が
三
菱
銀
行
に
買
収
さ
れ
た
の
で
こ
こ
を
辞
し
、
昭
和
十
五
年
八
月
二
十
四
日
丸
善
の
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
。

山
崎
民
雄
は
前
社
長
山
崎
信
輿
の
養
子
で
、
明
治
三
十
九
年
入
社
。
爾
来
永
ら
く
洋
書
仕
入
に
従
事
、
商
品
課
、
審
査
課
長
を
歴
任

し
た
後
本
店
支
配
人
と
な
り
、
同
十
五
年
二
月
二
十
四
日
取
締
役
に
就
任
し
た
。

野
口
三
郎
は
明
治
二
十
一
年
五
月
一
日
茨
城
県
鹿
島
郡
大
同
村
に
生
れ
、
明
治
四
十
一
年
入
社
、
主
と
し
て
洋
品
・
雑
貨
の
仕
入
販

売
業
務
に
従
事
し
、
昭
和
十
四
年
三
月
本
店
支
配
人
と
な
り
、
同
十
五
年
八
月
二
十
四
日
取
締
役
に
就
任
し
た
。

昭
和
十
八
年
一
一
月
二
十
四
日
鈴
木
仁
一
郎
は
取
締
役
を
辞
任
し
た
。

金
沢
末
吉
が
社
長
に
就
任
し
た
の
は
昭
和
十
二
年
三
月
の
こ
と
で
、
時
宛
も
日
華
事
変
勃
発
に
遭
遇
し
、
次
い
で
太
平
洋
戦
争
と
な

っ
て
社
業
は
益
女
煩
雑
多
岐
を
極
め
、
会
社
の
経
営
に
於
て
も
実
に
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
処
し
、
金
沢
社
長
は

常
に
献
身
的
努
力
を
傾
注
し
、
度
重
な
る
苦
難
に
堪
え
、
幾
多
の
難
関
を
克
服
し
、
よ
く
社
業
の
発
展
を
図
り
、
当
社
の
基
礎
を
確
立



な
お
新
社
長
荒
川
実
の
略
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

明
治
十
一
年
一
月
五
日
兵
庫
県
出
石
町
に
生
れ
、
第
一
高
等
学
校
中
退
後
三
十
年
九
月
二
十
日
入
社
、
主
と
し
て
洋
書
、
外
国
雑
誌

の
仕
入
販
売
に
従
事
、
三
十
一
一
年
外
国
雑
誌
を
出
版
社
か
ら
直
接
顧
客
に
送
付
す
る
方
法
を
案
出
し
こ
れ
を
実
施
さ
せ
て
大
い
に
好
評

を
博
し
た
。
大
正
一
一
年
害
籍
部
長
を
経
て
、
同
八
年
一
月
二
十
四
日
取
締
役
に
就
任
、
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
四
日
常
務
取
締
役
、
十

一
一
年
三
月
十
五
日
専
務
取
締
役
を
経
て
十
八
年
三
月
一
日
社
長
就
任
凡
そ
四
年
有
余
社
長
の
業
務
に
従
事
し
て
、
国
家
存
亡
の
折
、
よ

く
社
業
を
守
っ
て
終
戦
を
迎
え
た
。

一
方
監
査
役
に
つ
い
て
み
る
と
監
査
役
小
柳
津
宗
吾
及
川
村
善
之
助
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
四
日
小
柳
津
宗
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吾
は
取
締
役
に
就
任
し
た
の
で
、
川
村
善
之
助
が
再
任
、
他
に
村
上
英
四

郎
、
中
村
泰
が
新
た
に
監
査
役
に
当
選
し
て
就
任
し
た
。

，窪
昭
和
十
九
年
一
一
月
八
日
川
村
善
之
助
が
老
齢
の
た
め
辞
任
し
、
監
査
役

球
は
適
当
な
後
任
が
な
か
っ
た
の
で
、
村
上
英
四
郎
及
中
村
泰
の
一
一
名
と
な

く懐
っ
た
。

荒

と
こ
ろ
が
昭
和
十
八
年
三
月
一
日
老
齢
の
故
に
社
長
を
辞
し
同
時
に
会
長
に
就
任
し
た
。
そ
こ
で
専
務
取
締
役
荒
川
実
が
同
日

し
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
十
八
棒

附
を
以
て
社
長
に
就
任
し
た
。



さ
て
本
社
は
増
資
と
共
に
業
務
の
拡
張
を
行
い
全
国
の
主
要
な
都
市
に
支
店
。
出
張
所
を
新
設
し
、
ま
た
既
設
の
も
の
の
昇
格
・
改

築
等
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
頃
に
於
け
る
支
店
。
出
張
所
の
状
況
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

二
付
属
機
関
の
改
変
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長４し神京上１台名横早大仙福

吉北；:ｆ崎幌戸城
川 出出屋

張
支支支

張張支

岡
支
台
支
阪
支

稲
、
出
張

浜
支

所店店店所所店店所店店店

福
岡
市
上
西
町

仙
台
市
国
分
舞
払
六
八

大
阪
市
東
区
博
労
町
四
の
二
四

牛
込
区
早
稲
田
鶴
巻
町
四
四
○

横
浜
市
中
区
弁
天
通
曜
の
二
八

（
昭
一
一
・
年
中
区
弁
天
通
こ
の
一
一
画
に
表
示
変
更
）

名
古
屋
市
中
区
栄
町
壷
の
五

台
北
市
本
町
通
台
北
ピ
ル
内

神
奈
川
県
橘
樹
郡
口
吉
村
矢
‐
・
一
一
本
松
四
六
八

（
横
浜
市
神
奈
川
区
、
吉
町
四
六
八
に
表
示
変

一
臭
）
京
城
府
本
町
呈
自

神
一
凋
市
明
石
町
一
塁

札
幌
市
北
三
条
西
二
丁
目
大
同
生
命
館
内

長
崎
市
鍛
冶
町
乙
’
四
一

大
二
年
九
月
‐
一
‐
日

大
五
鉦
二
Ｍ
当
日

大
十
年
十
一
月
二
六
冊

大
‐
一
五
年
十
一
月
六
日

昭
二
生
‐
十
二
月
十
一
日

昭
八
年
蕊
Ｈ
十
五
日

昭
九
年
二
月

昭
十
年
四
〃
八
Ⅱ

昭
十
一
年
‐
｛
‐
”
九
一
日

昭
一
‐
一
年
十
一
月
一
日

昭
十
二
年
四
月
一
日

昭
十
四
年
四
月
一
日

新出出出慶大新改り株新開開
設張張張応阪築築買式築店店
所所所義支開収会開
よよよ塾店店社店
りりり予所早
井卦昇科管稲
格格楕秒田
転大
に学
伴出
、、版
開部
設４ｋ

支
店
・
出
張
所
名

所
在
地
年
月
日
一
備
考



新
京
特
別
市
梅
ヶ
枝
町
一
丁
目
一
二
’
二

〃
大
同
大
街
三
○
二
束
京
海
上
ビ
ル
一
階

〃
大
同
区
豊
楽
路
二
一
一

京
都
市
中
京
区
河
原
町
通
蛸
薬
師

横
浜
支
店
曾
て
は
横
浜
商
業
の
中
心
街
と
し
て
名
実
共
に
第
一
等
地
で
あ
っ
た
支
店
所
在
地
弁
天
通
り
も
大
正
十
二

年
の
関
東
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
繁
華
は
漸
次
伊
勢
佐
木
町
通
り
に
移
り
、
商
店
街
と
し
て
の
価
値
を
失
う
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
当
支
店
の
業
態
も
寧
ろ
足
踏
み
状
態
に
終
始
す
る
期
間
を
経
過
し
た
。
昭
和
十
年
更
生
策
と
し
て
外
売
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
し

が
あ
り
、
爾
後
の
発
展
に
備
え
た
。

尚
、
参
考
の
た
め
こ
れ
ら
の
施
設
の
中
、
重
立
っ
た
も
の
の
規
模
並
び
に
業
態
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
こ
う
。

新
京
出
張
所

新
京
海
上
ビ
ル
売
店

新
京
豊
楽
路
売
店

京
都
支
店

此
の
外
、
設
備
の
拡
充
。
新
設
に
は
、

1０１９

新
設
新
設
新
設
新
築
開
店

昭
十
五
年
四
月
三
日

昭
十
五
年
四
月
三
日

昭
十
五
年
四
月
三
日

昭
十
五
年
士
一
月
土
日

駒
込
工
場

間
幕
里
工
揚

荏
原
霊
場

昭
和
別
館

淡
路
町
寄
宿
舎

奉
天
イ
ン
キ
工
場

九
段
寄
宿
舎

本
郷
区
駒
込
林
町
八
星

荒
川
区
日
暮
里
町
三
の
セ
・
芯
セ

荏
原
区
中
延
町
一
、
○
○
四

Ⅲ
本
橘
区
輝
戸
橋
三
の
．
一
一

神
田
区
淡
路
町
発
の
五
の
三

奉
天
市
倣
島
区
八
幡
町
一

麹
町
区
九
段
一
の
一
脚

大
五
竿
而
ル
・
蝿
十
一
Ⅱ

大
十
発
年
一
月
》
‐
四
日

昭
‐
‐
・
・
塊
・
鐸
‐
・
・
二
Ⅱ
ん

昭
十
餌
年
十
一
月

昭
十
五
年
七
Ⅱ
人

昭
十
七
隼
寒

昭
十
七
年
九
淵
三
，
ｒ
眉
Ⅱ

丸
善
直
営
工
場
と
な
る

新
設
大
一
・
菰
年
買
収
の
巣
鴨
松

花
園
製
壁
所
も
移
幅

既
設
六
術
買
収

新
築
新
築
新
設
十
九
年
二
月
十
八
冊
売
却



た
の
で
業
態
は
一
転
し
、
漸
く
向
上
を
示
す
に
至
っ
た
。
昭
和
十
七
年
六
月
一
日
、
日
吉
出
張
所
を
当
支
店
に
移
管
、
ひ
た
す
ら
業
務

の
拡
大
強
化
に
努
め
学
校
官
筒
は
素
よ
り
戦
争
の
為
急
激
に
興
隆
し
た
県
下
工
業
地
帯
に
広
く
外
売
網
を
張
っ
た
た
め
、
業
績
は
急
速

な
進
展
を
遂
げ
、
十
八
年
度
前
期
は
当
支
店
開
設
以
来
の
最
高
成
績
を
示
す
に
至
っ
た
。

ｌ
軌
道
に
乗
っ
た
ば
か
り
の
販
売
の
仕
事
が
お
も
し
ろ
く
て
、
再
三
固
辞
し
た
の
だ
が
、
排
他
的
で
有
名
だ
っ
た
名
古
屋
へ
の

切
込
役
と
し
て
、
負
け
ん
気
の
強
い
私
に
ど
う
し
て
も
と
い
う
こ
と
で
、
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
だ
。

気
が
進
ま
な
か
っ
た
が
、
社
命
と
な
れ
ば
致
し
方
が
な
い
。
若
い
私
は
、
至
る
と
こ
ろ
に
青
山
あ
り
と
ば
か
り
に
乗
り
込
ん
で

い
っ
た
。

当
時
は
ど
こ
の
会
社
で
も
、
名
古
屋
支
店
長
が
無
事
つ
と
ま
れ
ば
、
出
世
は
ま
ず
間
違
い
な
し
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
、
よ
そ
か
ら
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名
古
屋
支
店
名
古
屋
は
周
知
の
如
く
、
東
京
。
京
都
の
中
間
に
位
し
、
東
海
道
の
要
衝
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

た
。
徳
川
が
三
親
藩
の
一
つ
を
こ
こ
に
置
い
て
、
四
隣
の
大
名
た
ち
を
牽
制
せ
し
め
た
の
も
宜
な
る
哉
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
地
方
に

よ
》
て
も
の

於
け
る
文
化
の
中
心
を
な
し
た
が
、
こ
う
し
た
政
情
は
い
つ
の
間
に
か
容
易
に
他
国
者
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
根
強
い
伝
統
を
つ
く

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
丸
善
が
中
京
商
人
に
伍
し
て
、
そ
の
堅
い
地
盤
に
模
を
打
ち
込
ん
で
行
く
こ
と
も
、
当
事
者
に
と
っ

て
は
大
変
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
司
忠
現
会
長
が
、
昭
和
四
年
大
阪
支
店
の
販
売
課
長
か
ら
抜
擢
さ
れ
て
名
古
屋
支
店
長
に
栄
転
し
た

時
の
悲
壮
な
心
情
を
自
著
「
学
燈
を
か
か
げ
て
」
の
中
に
克
明
に
記
し
て
い
る
。



進
出
す
る
こ
と
の
む
ず
か
し
い
土
地
柄
で
あ
っ
た
。
名
古
屋
の
人
に
は
失
礼
な
言
い
方
だ
が
、
ほ
ん
と
う
の
こ
と
な
の
で
ご
勘
弁

願
い
た
い
。
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着
任
し
て
み
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
噂
に
た
が
わ
ず
他
所
者
に
は
冷
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
松
坂
屋
の
こ
と
を
伊
藤
さ
ん

と
い
っ
て
い
る
時
代
の
こ
と
だ
か
ら
、
無
理
も
な
い
わ
け
だ
。

し
か
し
、
排
他
的
と
い
っ
て
み
て
も
、
こ
と
ば
を
置
き
か
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
郷
土
愛
が
強
い
と
も
い
え
る
わ
け
だ
。
先

方
が
そ
う
な
ら
、
こ
っ
ち
に
も
〃
住
め
ば
都
″
と
い
う
順
応
性
も
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

そ
の
土
地
の
発
展
を
考
え
て
仕
事
を
進
め
て
行
く
の
に
、
サ
ヤ
当
て
の
起
き
よ
う
は
ず
は
な
い
。
簡
単
な
算
術
で
あ
っ
た
が
、

そ
う
考
え
て
、
大
い
に
気
が
軽
く
な
っ
た
。
あ
と
は
具
体
的
に
事
を
運
ぶ
だ
け
で
あ
る
。

私
は
名
古
屋
の
文
化
的
な
後
進
性
を
思
っ
て
、
こ
の
面
か
ら
名
古
屋
の
発
展
に
つ
く
す
こ
と
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
丸

善
と
し
て
は
社
業
に
マ
ッ
チ
し
た
、
そ
れ
こ
そ
望
む
と
こ
ろ
の
役
割
で
あ
る
。

私
は
保
守
的
と
い
わ
れ
る
名
古
屋
で
、
沈
滞
し
て
い
た
洋
画
壇
の
振
興
か
ら
そ
の
仕
事
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
及
ば
ず
な
が

ら
こ
の
地
方
に
在
住
す
る
画
家
の
諸
君
に
は
で
き
る
だ
け
の
援
助
を
し
た
。

身
銭
を
切
っ
て
絵
を
買
っ
た
し
、
展
覧
会
も
頻
繁
に
開
い
て
、
名
古
屋
人
の
文
化
開
眼
に
努
力
し
た
。
ま
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

や
大
学
教
授
な
ど
各
方
面
の
方
女
に
も
親
し
く
交
際
し
て
い
た
だ
き
、
地
元
の
発
展
と
共
存
し
よ
う
と
す
る
私
の
意
の
あ
る
と

こ
ろ
を
説
い
て
回
っ
た
。
（
略
）
誠
意
は
い
つ
か
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
私
の
や
り
方
は
だ
ん
だ
ん
地
元
の
人
々
の
心
を
や

わ
ら
げ
、
や
が
て
支
持
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
、
仕
事
は
し
だ
い
に
軌
道
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
心
配
さ
れ
た
支
店
の
敷



京
城
支
店
丸
善
が
京
城
へ
進
出
し
た
の
は
、
昭
和
五
年
六
月
一
一
十
日
京
城
府
黄
金
町
一
ノ
ー
六
七
に
出
張
所
を
開
設

し
た
時
に
始
ま
る
。
そ
の
後
昭
和
十
一
年
十
月
一
日
、
出
張
所
か
ら
支
店
に
昇
格
し
た
京
城
支
店
は
、
本
町
一
一
丁
目
に
店
舗
を
設
け
、

支
店
長
諏
訪
多
房
之
助
以
下
約
五
十
名
の
社
員
を
も
っ
て
開
店
し
、
わ
が
国
の
前
進
基
地
で
あ
る
朝
鮮
の
文
化
興
隆
の
一
翼
を
担
っ
た
。

こ
の
開
店
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
大
正
の
終
り
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
丸
善
の
古
い
顧
客
の
大
沢
勝
氏
が
細
菌

学
の
教
授
と
し
て
京
城
大
学
に
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
京
城
に
は
丸
善
の
駐
在
所
が
あ
る
だ
け
で
所
員
が
時
食
大
学

に
出
掛
け
、
洋
書
の
注
文
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
が
定
期
的
で
な
か
っ
た
の
で
大
学
の
方
で
も
不
便
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
大
沢
教

地
買
収
な
ど
も
無
事
に
進
ん
で
、
四
年
目
の
昭
和
八
年
三
月
に
は
市
内
繁
華
街
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
の
新
し
い
支
店
を

建
設
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
（
略
）
の
ち
に
私
の
東
京
本
社
へ
の
転
任
が
決
ま
っ
た
と
き
に
は
、
土
地
の
文
化
人
や
新
聞
人
の
代

表
が
本
社
に
押
し
か
け
て
、
留
任
運
動
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
土
地
柄
か
ら
い
っ
て
ま
こ
と
に
破
天
荒
な
出
来

事
と
い
う
べ
き
で
、
私
と
し
て
は
、
は
な
は
だ
く
す
ぐ
っ
た
い
成
行
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
内
心
は
さ
す
が
に
う
れ
し
か
っ

た
。
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パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト

司
支
店
長
の
開
拓
者
精
神
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
丸
善
好
み
の
特
製
洋
品
類
は
、
市
民
イ
ン
テ
Ⅲ
ソ
階
級
の
趣
向
に
投
じ
、
殊
に
昭
和

八
年
に
当
支
店
の
本
館
が
、
中
京
繁
華
街
の
中
枢
に
出
現
す
る
や
、
俄
然
各
商
品
の
売
上
高
は
倍
増
し
、
他
の
百
貨
店
や
専
門
店
の
業

績
を
凌
駕
す
る
成
果
を
収
め
た
。



授
は
そ
の
頃
京
城
駐
在
所
を
監
督
し
て
い
た
昔
馴
染
の
司
忠
現
会
長
と
相
談
し
て
、
恒
久
的
な
施
設
を
置
く
よ
う
に
話
を
進
め
た
が
、

さ
て
そ
の
場
所
を
何
処
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
ハ
タ
と
つ
ま
り
、
結
局
、
同
教
授
が
学
生
課
長
を
兼
務
し
て
い
た
の
を
好
機
に
、
こ

の
う
ち
の
空
き
部
屋
を
提
供
し
て
売
店
を
開
か
せ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
丸
善
は
最
初
に
京
城
大
学
構
内
に
売
店
を
開
き
、
こ
れ
が
本
社

の
拡
張
政
策
に
従
っ
て
、
京
城
出
張
所
開
設
と
な
り
、
大
学
構
内
か
ら
外
に
進
出
し
、
更
に
支
店
に
昇
格
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
教
授
の
実
話
で
あ
る
か
ら
、
時
間
に
多
少
の
ズ
レ
は
あ
っ
て
も
大
綱
に
誤
り
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
開
店
の
翌
年
に
日
華
事
変
が
起
り
、
軍
事
輸
送
優
先
の
た
め
一
般
貨
物
の
取
り
扱
い
が
一
時
不
円
滑
に
な
り
、
営
業
上
相

当
の
打
撃
を
う
け
た
が
、
そ
れ
も
短
期
間
の
一
時
的
な
現
象
で
、
輸
送
の
障
害
が
解
消
さ
れ
る
と
俄
に
活
気
を
呈
し
た
。
更
に
十
五
年

末
に
は
朝
鮮
総
督
府
の
配
慮
を
得
て
、
洋
書
の
輸
入
も
可
能
に
な
り
、
営
業
状
況
も
好
転
し
、
従
業
員
数
も
百
余
名
を
数
う
る
大
世
帯

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
開
店
後
一
一
、
三
年
で
店
舗
の
狭
院
を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
本
館
裏
手
の
空
地
に
一
一
五
。
五
平
方
メ
ー

ト
ル
の
総
三
階
建
コ
ン
ク
リ
ー
ト
煉
瓦
建
の
店
舗
を
増
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
六
年
九
月
に
竣
工
し
、
一
偉
容
を
加
え
た
。
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神
戸
支
店
京
城
出
張
所
の
支
店
昇
格
一
か
月
後
の
十
一
年
十
一
月
一
日
、
大
阪
支
店
に
所
属
し
て
い
た
神
戸
出
張
所

が
、
こ
れ
か
ら
離
れ
て
神
戸
支
店
に
な
っ
た
。
神
戸
地
域
に
は
、
学
校
や
会
社
が
多
い
の
で
洋
書
類
の
需
要
が
多
か
っ
た
が
、
日
華
事

変
勃
発
に
伴
い
軍
需
会
社
が
急
速
に
増
加
し
、
工
業
地
帯
は
漸
時
西
播
州
方
面
に
拡
張
さ
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
た
め
十
五
年
八
月
に
は

姫
路
市
綿
町
へ
神
戸
支
店
出
張
員
詰
所
を
新
設
し
、
又
、
一
一
一
の
宮
一
番
地
に
別
館
を
設
け
て
顧
客
の
便
宜
を
計
り
、
販
路
を
益
々
拡
大

し
て
行
っ
た
。
そ
の
な
か
で
販
売
高
の
浪
高
を
示
し
た
も
の
は
、
勿
論
軍
需
会
社
に
必
要
な
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
、
計
算
機
等
で
あ
っ



新
京
出
張
所
日
華
事
変
の
申
し
子
と
も
い
う
べ
き
新
京
出
張
所
は
、
そ
れ
だ
け
に
事
変
色
豊
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
即

ち
満
州
国
誕
生
と
同
時
に
、
丸
善
で
も
こ
の
地
方
へ
の
進
出
は
充
分
計
算
さ
れ
て
い
た
が
、
事
変
勃
発
と
共
に
軍
需
工
業
が
急
速
に
振

興
し
、
こ
れ
に
伴
い
洋
書
の
売
行
が
目
覚
ま
し
く
、
到
底
本
社
で
は
そ
の
需
要
に
応
じ
切
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
満
州
国
内
で
営
業
を

始
め
、
満
州
国
外
国
為
替
許
可
を
得
て
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
の
書
籍
・
雑
誌
を
新
京
出
張
所
に
輸
入
す
る
方

法
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
十
五
年
四
月
三
日
新
京
特
別
市
梅
ヶ
枝
町
に
新
京
出
張
所
を
設
け
、
そ
の
売
店
を
大
同
大
街
に
あ
る

東
京
海
上
ピ
ル
の
一
階
及
び
豊
楽
路
に
開
い
た
。

出
張
所
の
規
模
は
、
一
、
二
階
が
事
務
室
、
別
に
二
棟
の
社
宅
が
あ
り
、
海
上
ピ
ル
売
店
は
、
一
階
一
一
室
が
書
籍
・
文
房
具
。
化
粧

品
の
売
場
、
三
階
に
倉
庫
一
室
を
設
け
た
。
ま
た
豊
楽
路
売
店
の
方
は
、
一
階
一
室
が
書
籍
。
文
房
具
類
の
売
場
、
地
下
室
を
倉
庫
に

当
て
た
。
か
く
て
四
囲
の
状
況
か
ら
余
儀
な
く
三
個
所
に
分
れ
て
業
務
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
商
況
は
頓
に
活
発
に
な
っ

て
い
っ
た
。

次
に
新
た
に
開
設
し
た
施
設
の
う
ち
、
荏
原
工
場
が
坂
斉
栄
三
郎
の
事
業
を
継
承
し
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
更
に
こ
れ

を
詳
述
す
る
と
、
東
京
市
荏
原
区
（
現
品
川
区
）
中
延
町
一
、
○
○
四
番
地
所
在
の
合
名
会
社
坂
斉
万
年
筆
製
作
所
の
事
業
を
継
承
し

た
の
は
、
昭
和
十
一
一
一
年
三
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
い
で
同
年
十
一
一
月
に
遺
嗣
坂
斉
栄
一
か
ら
こ
れ
を
買
い
取
り
、
本
社
直

1024

た
Ｃ



昭
和
別
館
昭
和
別
館
は
、
本
社
と
指
呼
の
う
ち
に
あ
る
日
本
橋
区
江
戸
橋
三
ノ
ー
に
あ
り
、
昭
和
十
四
年
六
月
十
五

日
起
工
、
同
年
十
一
月
十
五
日
に
落
成
し
た
外
壁
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
木
骨
ス
レ
ー
ト
葺
二
階
建
、
延
坪
数
二
八
坪
余
の
も
の
で

あ
っ
た
。
別
館
を
設
け
た
理
由
は
、
日
華
事
変
勃
発
後
洋
書
輸
入
が
や
や
渋
滞
す
る
傾
向
を
見
せ
始
め
た
の
で
、
逸
早
く
重
点
を
和
書

の
仕
入
販
売
に
切
り
替
え
た
。
尤
も
従
来
和
書
仕
入
課
は
本
社
に
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
各
支
店
も
個
之
に
仕
入
れ
を
行
っ
て
い
た
の

で
、
統
制
の
不
備
を
補
っ
て
、
総
合
仕
入
れ
を
行
わ
ん
と
し
、
更
に
卸
部
を
も
設
け
て
業
務
の
大
拡
張
を
企
図
し
た
。
こ
の
た
め
十
数

名
の
課
員
を
凡
そ
三
倍
強
の
五
十
数
名
に
増
員
し
た
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
第
二
別
館
で
は
愈
交
狭
院
を
感
じ
た
の
で
、
更
に
別
館
を
新

築
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
が
所
謂
昭
和
別
館
で
あ
り
、
和
書
仕
入
課
が
こ
こ
に
移
り
、
十
四
年
末
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。

ま
た
後
述
の
よ
う
に
従
来
繊
維
製
品
等
洋
物
を
取
り
扱
っ
て
い
た
洋
物
卸
部
を
本
社
の
業
務
か
ら
分
離
し
、
十
五
年
八
月
一
日
株
式

会
社
丸
善
洋
物
卸
店
と
し
て
独
立
せ
し
め
た
が
、
依
然
と
し
て
本
社
内
で
一
般
業
務
を
行
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
十
六
年
三
月
昭
和
別
館

の
南
側
に
接
続
し
て
、
略
同
様
の
規
模
を
持
っ
た
一
棟
を
増
築
し
、
丸
善
洋
物
卸
店
と
、
丸
善
商
事
株
式
会
社
の
二
社
が
こ
れ
に
移
っ

て
業
務
を
つ
づ
け
た
。
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営
の
丸
善
荏
原
工
場
と
し
て
発
足
し
、
丸
善
ア
テ
ナ
万
年
筆
を
専
門
に
製
造
し
た
。
建
物
の
規
模
は
、
木
造
ト
タ
ン
葺
二
階
建
一
棟
と
、

木
造
ト
タ
ン
葺
平
家
一
棟
で
、
本
屋
の
一
階
（
五
○
坪
）
を
作
業
場
に
、
一
一
階
（
四
五
坪
）
を
寄
宿
所
に
、
附
属
家
屋
（
七
坪
）
を
物

悩
に
当
て
た
。
操
業
開
始
当
時
の
従
業
員
は
、
事
務
員
四
名
、
工
員
二
十
八
名
の
小
規
模
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
製
造
能
力
は
昭
和

ダ
ー
ス

十
一
一
一
年
は
九
か
月
間
に
四
、
一
一
一
六
六
打
に
達
し
、
そ
の
後
設
備
の
改
善
に
伴
い
順
次
業
績
を
挙
げ
て
行
っ
た
。



九
段
寄
宿
舎
こ
の
淡
路
町
の
寄
宿
舎
も
業
務
の
拡
大
及
び
応
召
。
徴
用
に
よ
る
社
員
不
足
を
補
う
た
め
に
新
た
に
募
集

し
た
社
員
を
収
容
す
る
に
は
狭
院
と
な
っ
た
の
で
、
昭
和
十
七
年
九
月
一
一
一
十
日
麹
町
区
九
段
一
の
一
四
に
木
造
瓦
葺
二
階
建
の
寄
宿
舎

を
新
築
、
淡
路
町
宿
舎
の
社
員
を
》
て
に
移
し
た
。

し
か
し
戦
局
の
激
化
に
伴
い
寄
宿
生
も
応
召
・
徴
用
さ
れ
る
者
が
多
く
な
り
一
方
業
務
も
縮
少
さ
れ
た
Ｌ
め
九
段
の
寄
宿
舎
も
そ
の

存
在
価
値
が
少
な
く
な
っ
た
。
よ
っ
て
昭
和
十
九
年
二
月
十
八
日
運
輸
通
信
省
に
こ
れ
を
譲
渡
し
た
。
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淡
路
町
寄
宿
舎
田
端
寄
宿
舎
は
昭
和
八
年
三
月
に
閉
鎖
さ
れ
、
爾
後
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
も
開
か
れ
な
い
ま
ま
に
過
し
て

来
た
が
、
日
華
事
変
直
前
の
頃
か
ら
急
に
社
員
が
増
加
し
、
そ
の
中
に
は
寄
寓
先
の
な
い
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
、
神
田
区
（
現
千
代

田
区
）
淡
路
町
ニ
ノ
五
ノ
ー
一
一
所
在
の
イ
ン
キ
部
の
建
物
に
二
階
を
増
築
し
、
こ
れ
を
宿
泊
所
に
当
て
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
十
四
年

十
月
二
十
七
日
に
起
工
、
翌
十
五
年
七
月
末
竣
工
、
直
ち
に
所
要
の
社
員
を
こ
れ
に
収
容
し
急
場
を
凌
い
だ
。




